
テーマ：子育て・子育ち川柳にチャレンジ！ ～親・子の思いを味わおう～  

 
  ねらい 

   子育てのどんな場面で「親は」「子は」このような気持ちになるのでしょうか？子育て・ 

子育ち川柳を再現しながら、子どもへの思いを共感的に受け止めます。 

 

時間 主な活動 留意点 

 

２ 

【はじめに】 

６ 

 

 

【アイスブレイク（例）】 

①後出しジャンケン。 

②指折り。１～１０まで数を数えながら、指を折っ

て、開く。続いて、片方の手の親指をあらかじめ

折った状態で、１～１０まで数える。コツを教え

てできる人を増やして終了する。 

 

①「負ける」のが難しい。 

②コツを教えるとできるようになりま

す。「５」に神経を集中させる。 

 

 

１０ 

 

 

 

８ 

 

 

５ 

 

 

６ 

【アクティビティ】    準備物：ワークシート 

①４人グループ（Ｇ）に分かれる。自己紹介の後、

川柳をばらしてあるシートを使って、線で結び再

現する。（説明を含めて 10 分程度。） 

準備物：川柳をばらしてあるシート 

②個人のシートを見せ合いながら、Ｇで川柳を完成

させる。主観の含まれる川柳なので、微妙な意味

の違いをくみ取りながら進めていく。 

③Ｇの順番に１首ずつ、自信のある句を発表する。

他のＧで違う句ができていれば、その場で比較す

る。 

④完成した川柳から優秀作品１つを選考する。その

理由と共に全体の前で発表する。 

 

①個人差が出てくるが、ある程度の時

間は確保する。じっくり考えた方が

その後のＧ作業がうまくいく。 

 

②適宜必要に応じて指示を出す。 

 

 

③違っていても、意味が通る場合が多

いので、うまくフォローする。 

 

１０ 

 

【ふりかえり】 

①改めて、川柳を通して親の気持ち、子どもの気持

ちを振り返る。 

 

①自由に感想を述べ合ってもらう。 

 

３ 

【まとめ】 

 

子育ては大変！でも、ふとした時に「ぷっ」と吹き出したり、「なるほど」と感心したり、

思い出して「ぐっ」と胸が熱くなったり。子育て・子育ち川柳を完成させながら、子育て

の醍醐味を堪能しましょう。まずは言葉を噛みしめて！？ 

対象：乳幼児～中学生の保護者 

今日は、子育て・子育ち川柳を題材にして、親の気持ち・子どもの気持ちを考えて

もらいました。子育てを正面から受け止めすぎると大変さばかりが目につきますが、

ちょっと違った角度から見ると少し楽に感じることもできるのではないでしょうか。

日々の子育てのちょっとした感想を川柳に詠ってみるのもよさそうですね。 


